
5月6日、クレタ島を1日で引き上げてサントリーニ島へ。

船でサントリーニ島へ。
前回の神津島で見事に船酔い
した私は、今回はとにかく
「酔わない、酔わない」
と念じて席でおとなしくしてました。

船の中はこんな感じ。
生演奏なんかもあって、写真
撮りどころ満載だったのだけ
ど。

だってね、だってね、

←こんなんだしぃー

→　水しぶきが
　　　船の窓にビシャビシャ
　　　音を立ててかかるんです。

あっ。
島が見えてきました。
約3時間の船旅。
酔いませんでしたー（嬉）

船を降りると
ホテルのお迎えの人達と。。。

ホテルのない人達を
なんとか呼び込もうとする
謎の集団が。
（しかし何気に屋根のある場所で
　日なたを避けて営業活動中。
　根性ないぞー。）

ん？
どこが「白と青の世界」なの？
半信半疑で車に乗る。
ホテルのある辺りが
ガイドブックの言う、
「白と青の世界」
なのかしら。わくわくわくわく。

船を降りて見渡すと
こんな崖ばっかり。



あら、ピンクと白のかわいいホテル。
今日からお世話になります♪

プールがきれい。
でも泳ぐには寒いと思うんだけど。

でもこのホテルの後ろにあったこっちのホテルのほうが
青と白でサントリーニっぽくていいな、
と思ってしまった私は浮気者。

なかなかいいお部屋。
キッチンつきで1泊４５００円。
悪くないよね。

キッチン。
キッチンなしの部屋だと３５００円
でした。

シャワーホースを引っ掛ける場所が
ないのです。
シャワーを持ったままで浴びるの。
髪の毛洗いにくいです。

こっちのシャワーってさ。。。

サントリーニ島のホテルの
相場が大体８０００円。
でも私の泊まるホテルは
４５００円。
安いには安いなりの
理由があったのですわ。

こんな道路をダウンタウンまで
２０分以上歩かなくては
いけなかったのです。

うーん。盲点だったわ。



仕方がない。
ダウンタウンまで、
「サントリーニらしさ」
を探しながら歩きましょう。

道路沿いの木まで
白く塗られてしまっています。 廃墟と化したショッピングセン

ター。

わーい。フィラの町に到着☆

さーてと、青と白の世界を見つけに行こう！

どれもが素敵なんですけど。



白いだけで

ただ白いだけで
青くないーい！
青い屋根とか窓とか、、、どこぉ？

屋根が白く塗られてるし
窓は茶色（涙）

おっ　白と青だ！
と思ったら奇妙なプールでした。
プールって普通、青空の下に
あると思うんですけど。
なんで室内に入り込んでるの？
恥ずかしがり屋のプールらしい。

「青と白の世界がないわ。。。」
悲しみに暮れる私をなぐさめるかのように、
私の好みのオブジェを発見。
「小さなことでクヨクヨするなよ。」

なんかテレビの撮影をやってました。
かなり大掛かりです。
「キュートな日本のいたち飼いの役は必要ないですか？」



下から数えていくと６００段近い階段。
そこをロバさんは人を乗せてあるきます。

なんだか悲しい光景だな。

クレタ島ではまったく見かけなかった日本人旅行客。
ここに来て、ツアー客が数組いました。
いきなり、
「オバサンが落ちとるわー。」
へっっ。
おばちゃんが落ちてる？どこに？大変じゃない！
と思ったら、
関西弁で「ばばさん」とはお馬さんのうんPの
ことだそうな。。。　びびったわ。

いいのよ、いいのよ。
ばばぁだろうが　じじぃだろうが
何でも落としなさい。
あなた達ってば本当によく
働いてるんだもの。

歩きつかれてちょっと一息。
ロングアイランドアイスティーという
濃い目のアルコールをいただきました。

ファーストフード店でGYROも食べてみた。
おいしーの！
この写真を撮っていたら、
中のお肉をひとかけら下に落としちゃっ
た。
あーん、もったいない。



この島の犬ってば
どれも超フレンドリー。
呼んでもいないのに、尻尾を振って
近寄ってくるの。
旅先の動物には触らない、という
自分なりの掟を破って
今回は犬を撫でてしまいました。

青と白の世界はこんなん↑しか見つけられなかったけれど、
そろそろこの島でのもうひとつの楽し
み、
夕暮れの時間がやってきました。



美しい夕焼け。
フィラの町が１分ごとに
その姿を変えていきま
す。

その姿を追いかけて、追いかけて、、、

走るっっ

走るっ

走るっ

走るっ

寝る。

おいら、
こんなの見慣れてるもん。

夕暮れのあとは
素敵な夜の街になりました。
この島は見所満載ですね。



のんびりした旅を満喫するため、サントリーニ島に延泊することにしました。

夜も暮れてきたので
ホテルへ帰ることにしました。

帰りの夜道、人恋しくなって
スーパーに寄りました。

さすが島だけあって
魚がたくさん並んでました。
でも冷凍ものばっかり。。。

しかもカチンコチンに固まってる。
。。。人も殴れちゃいそう。
帰り道の護身のために１本購入。

すばらしい朝日。
ホテルのプールサイドで見ました。



5月8日

朝日１個、いただきまぁすっ♪

ご主人様が電話を終わるのを
じっと待つ犬。
おりこうさんね。

青と白の世界はどこかしら。。。。 あ、あれかなぁ？

ちょこっとだけ「青と白の世界。」

仕方がないので
ホテルのプールで勝手に
「青と白の世界」を作ってみました。

サントリーニ島をあとにして、
ミコノス島に行きました。

←ぜんぜん揺れを感じなかったSea-Jet.



ミコノスの港でホテルの客引きと駆け引き。

「こっちは安くていい宿だよ。」
「いやいや、こっちも負けないよ。安くするよ。」

うーむ。
日常でもこれだけモテれば言うことないんだけど。

交渉の末に決めたのは、
１泊３０００円の宿。
ダウンタウンに立地。
２泊することにしました。

さあ、繰り出そう！
ミコノスの町へ。

サントリーニ島ではガイドブックにかなりだまされました。
でもここは違う！
迷路のような素敵な町。
道に迷いながら楽しく歩ける町。
暖かい天気も手伝って、「来て良かったぁ♪」と思えました。



気を良くした私は
またガイドブックにあった
レストランに入ってしまいました。

ギリシャ料理の
タラモサラダとムサカ。
特別おいしいというわけではない。。
ちっ。
またガイドブックにだまされた！
（↑学習しない人。）

見るもの、聞くもの、食べるもの。
人それぞれ感じ方が違うから。
ガイドブックは単にガイドなのよね。
私は私なりのガイドブックを
自分で勝手に作っていけばいいんだわ。

ぺ、ぺ、ペリカンです！
こんなに近くでペリカンを見たのは初めて。
これも私のガイドブックに入れておこう。
「ミコノスではペリカンを見るべし。」


